
 
 
 

 
⽿が創る⾳楽 ̶̶ サウンド・ミュージアム 

藤本由紀夫 
 
 70 年代、電⼦⾳の合成による⼤⾳響の作品制作を続けているうちに 2 つのことが気になるようになった。
1 つは、どれだけ波形を複雑に組み合わせても、どれも同じような⾳にしかならないこと。そしてもう 1 つは、
⼤きな⾳は、最初に体験したときが⼀番⾯⽩く、2 度、3 度と聞くと、その⾳量に慣れてしまい、急速に刺激
が薄れていくことであった。 
 
 このような不満から、80 年代に⼊ってシンセサイザーを使うのをやめてしまった。すると、それまで気に
も留めていなかった⽇常の⾳が⾯⽩く聞こえてきた。本のページをめくる⾳、コップをテーブルに置く⾳、服
の擦れる⾳、⾃動販売機から⾶び出るコインの⾳……それらの「何でもない」⾳はけっして⼈⼯的に波形を合
成して作れるような単純なものではなく、⾮常に密度の濃い内容を持っていたのだ。そして、それらの⾳のほ
とんどは⼩さな⾳であるにもかかわらず、それぞれが個性を持ち、環境に対し⽣き⽣きと主張しているように
聞こえた。 
 
 このような体験から、「⼩さな⾳」を使って作品を作ってみようと考え、そのためにまず選んだのがオルゴ
ールであった。オルゴールはそれ⾃⾝⾳の情報を蓄積していて、かつ発⾳体でもあるという便利さ、そしてい
ろいろなモノに取り付けることによって響きが変化し、オブジェとしての形も⽣まれる⾯⽩さを持っている。 
 
 そうやって⽣まれた⾳のオブジェを聞いてみると、以前、⼤⾳響を聞いていたときには得られなかった聴覚
体験が私を驚かせた。オルゴールは⼩さな⾳であるために、作品に⽿をすますよう努⼒をする。そうやって聞
き込んでいて、オルゴールの⾳が⽌んだとき、外を⾛る⾃動⾞や、⼈の⾜⾳が異常に⼤きく聞こえてくるので
ある。つまり、積極的に聞こうとしたために、聴覚の感度が上がっていたのである。この体験から、私の興味
は「⾳を出す」ことから「⾳を聞く」ことへと移⾏していった。 
 
 「聞く」ことへのこだわりの⼀つに「⽿の形」があった。「象も兎もわれわれと同じ⾳を聞いているのか？」
という⼦供っぽい疑問から「屋上の⽿」は⽣まれた。 
 
 直径 6cm、⻑さ 1.8m のパイプを両⽿にあてがうと、それまでの⾳の⾵景は⼀変する。周囲の⾳がパイプを
通ることにより、パイプ⾃⾝の固有の振動数で “唸り”（うなり）が⽣ずる。その唸りはまるで⾳楽のように⽣
き⽣きとしている。⾳を作り出さなくても、聞く環境を少し変えてやるだけで、われわれの聴覚は「⾳楽」を
作り出す能⼒を秘めているのだ。 
 
 この装置は僕に「⾳楽」はこの地球上のいたるところに存在していることを教えてくれた。その「⾳楽」は
いつもわれわれの周囲に存在しているがなかなか「聞こえて」こない。その「⾳楽」は「聞く」という気持ち
を持ったときに突然⽴ち現れる。そして、他のことを考えた瞬間、またふっと消えてしまう。だからこそ、⾳



 
 
 

の世界はとても⾯⽩い。なぜならば。「無⾳」も⾳楽の重要な⼀部であるのだから。 
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